
第 4 学年 1 組 算数科学習指導案
指導者 瀧 健一

研究主題

関数の考えの理解を促進する算数科学習指導の在り方

  小学校第４学年「かわり方」における，系統性を踏まえた

フィードフォワード及びフィードバックによる学習指導

を通して  

１  単元名 かわり方

２ 単元の目標

 (1) ２つの数量の関係を式や表にして考察する学習を通して，変化のようすを

数理的に処理しようとする。       （算数への関心・意欲・態度） 

(2) ２つの数量の関係を見つけるとき，一方を順序よく規則的に変え，それに

対応するもう一方の数量のかわり方に着目して考える。 （数学的な考え方） 

 (3) ２つの数量の関係を表に表したり，○，△などを用いた式に表したりする

ことができる。          （数量や図形についての表現・処理） 

 (4) ２つの数量の関係を調べたり，表したりするときは，表や式を用いるとよ

いことがわかる。         （数量や図形についての知識・理解）

３ 単元について

(1) 教材観 

  ２つの数量を関係付けてみる関数の考えは，低学年の時から学習している。

例えば，小学校第２学年の乗法の学習では，乗数が増えていくときの積の増

え方の様子に着目していく学習をしている。本単元では，関数の考えの基礎

として，既習事項を使って対応する２つの数量に着目し，その関係を表や式

に表したりする能力を伸ばしていくとともに，そのよさを理解させていく。

また，関数の考えは今後の学習の多くの場面で扱うことを考え，先で必要に

なる関数の考えも本単元で意図的に扱う。その中から２つの数量の関係を見

つけるには表を用いたり，式に表したりして考えればよいことを意識付ける

とともに，今後の学習で必要となる関数の考えを培っていくようにする。 

 

(2) 児童の実態（４年１組 22 人） 

  実態調査 

②から，児童は式から計算によって答えを出すことやともなってかわる二つ

の数を表などで表すような考えは理解できていると判断できる。しかし，①

と③で見られるように，事柄を式に表すことや，変化や対応の規則性に着目

① △は○の３倍です。このことを式に表しましょう。           正答 ５人

② ２×○＝△のとき，○と△にはどんな数が入りますか。たくさん見つけ表にしましょう。

正答 15 人 

③ ②の表を見て気がつくことをかきましょう。 

無答 ９人 ２ずつ増える ７人 ２の倍数 ５人



する関数の考えについては培われていないと判断できる。 

本単元では，小学校で関数の考えを十分に培い，将来の学習の足場をつく

るようにする。そのために，系統性を考えながら将来必要となる関数の考え

を意図的に単元の中に取り入れた学習指導を行うことにする。その中で，将

来必要となる関数の考えを少しずつ学習し，その考えを繰り返し使って学習

することにより，単元の最後には関数の考えが十分に培われるようにしてい

く。また，中学校では，1 次関数に関する問題，特に規則性を見つけ式で表

すことにつまずきが多いことを考慮し，本単元の最後に，変化や対応の規則

性に着目し，事柄を式に表す比例や 1 次関数の考えを使った問題を発展問題

としてフィードフォワードする。 

 

４  指導と評価の計画 

 ①  単元名 小学校第４学年「かわり方」 

② 単元計画（５時間扱い） 

次 時 学習課題 小学校第４学年で学ぶ

べき考え 

ﾌｨｰﾄﾞﾌｫﾜｰﾄﾞによる考え

 

１ 

・10 個のお菓子があ

るとき，食べた数と

残りの数のかわり

方を調べよう。 

・かわり方を△の差でみ

る考え。 

・○と△との関係を，二

つの和とみる考え。 

○＋△＝10 

・○と△との関係を，△

を ○ を 用 い て 求 め よ

うとする考え。 

△＝ 10－○（次時で ﾌ

ｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ）  

 

 

 

 

１  

２  

・正方形の１辺の長さ

とまわりの長さのか

わり方を調べよう。 

・かわり方を△の差でみ

る考え。 

・○と△との関係を，△

を ○ を 用 い て 求 め よ

うとする考え。 

 △＝○×４ 

・○が２倍，３倍なら△

も２倍，３倍になると

みる考え。（小６） 

・○と△との関係を，△

÷○ の 商 は 一 定 と み

る考え。（小６） 

 

３  

・マッチ棒を並べて

い っ て コ の 字 を 作

ったとき，コの字の

数 と マ ッ チ 棒 の 数

の か わ り 方 を 調 べ

よう。 

・かわり方を△の差でみ

る考え。 

・○と△との関係を，△

を ○ を 用 い て 求 め よ

うとする考え。 

 

・△＝３＋３＋３＋・・

と し て か わ り 方 を み

る考え。 

・式を使って，△の値を

求めようとする考え。

（小６） 

④

⑤

本

時

・マッチ棒を並べて

い っ て 正 方 形 を 作

ったとき，正方形を

10 個 作るにはマッ

チ 棒 が 何 本 必 要 か

求めよう。

・○と△との関係を，△

＝定数×○＋1 として

みる考え。（中２） 

・△＝４＋３＋３＋・・

と し て か わ り 方 を み

る考え。（高校）

 

 



５ 本時の学習 

(1)目標    かわり方の規則性に着目して，式を作ることができる。 

(2)準備・資料 問題図・提示用表・前時問題図・前時提示用表・学習プリント 

(3)展開 

学習活動及び内容 
児童への働きかけと評価（◎） 

フィードフォワードの活用場面（☆）

１ 前時の学習を振り返る。 

  1 2 3 4  ･･･ 

・ともなってかわる２つの数量 

・表を使って考えた 

・式をつくった 

２ 本時の学習課題を確かめる。 

 

 

 

 

 

 

 

３  前時の学習と似ているところ，違

うところを話し合う。 

・左側に 1 本だけ多い 

・２個目からは同じ 

４ 各自，学習課題を考える。 

 ・正方形を 10 個書いて数える 

 ・表をつくって考える 

 ・式をつくる 

 

５  表をつくり，前時と比べる。 

正方形○  １  ２  ３  ４  ５

ﾏｯﾁ棒△  ４  ７  10 13 16

 

６  前時の学習との比較から，○と△

の関係を式に表すことはできないか

考える。  

・昨日より数が１大きい 

・マッチの数＝正方形の数×３＋１ 

・△＝○×３＋１ 

 

７  式で表された○と△の関係が正し

いか，図や表と比べて確かめる。 

・前時の授業の問題，調べ方，式につい

て全体で振り返る。 

・前時の授業の問題，表，式を黒板に提

示する。 

 

・本時の問題の図（正方形）を１つずつ

提示し，正方形が１個，２個のときマ

ッチ棒は何本必要か確認する。 

☆ 11 次関数となる課題の提示（中２） 

 

 

 

 

・前時，本時の図を比較しながら相違点

が見つけられるようにする。 

 

（前時）      （本時） 

１ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４

 

 

 

 

 

 

 

 

◎○と△の関係を式に表すことができ

たか。 

 

☆ともなってかわる２つの数量の関係 

を表す式には，ｙ＝ａｘ＋ｂの形の 

ものがある。（中２・１次関数） 

 

☆ｙ＝ａｘ＋ｂの形の表は，ｙ＝ａｘ 

よりすべての項でｂだけ大きい。 

1 2 3 4    

マッチ棒を上の図のように並べて

いって正方形を作ります。 

正方形が 10 個のときマッチ棒は何

本必要でしょう。

○ １ ２ ３ ○ １ ２ ３

△ ３ ６ ９ △ ４ ７ 10

式  △＝３×○ 



 

８  ○（正方形）が 10， 50， 100 の場

合について，△（マッチ棒の数）の

値を計算する。 

９ まとめをする。 

 

10 かわり方の規則性だけで○と△の

関係を式に表すことはできないか考

える。 

 (1)前時の授業を振り返る。 

 (2)○（正方形）が 1 個，２個･･･の

とき，△（マッチ棒）はどのよう

に増えていくか表にまとめる。 

 (3)表 からどんなことが分かるかグ

ループで話し合う。 

・３がどんどん増えていく 

  ・４は１つしかない 

  ・３は正方形の数より１少ない 

 (4)同じ数のたし算をかけ算で表す。

 (5)10 個の場合はどんな式になるか

表にかく。 

 (6)正方形の数と３の数の関係（１少

ない）を確認する。 

 (7)△と○の関係を式で表す。 

 

11 考えた式を発表する。 

 ・△＝４＋３×（○－１） 

 

12 式で表された○と△の関係が正し

いか，図や表と比べて確かめる。 

 

13 ○（正方形）が 100 の場合につい

て，△（マッチ棒の数）の値を計算

する。 

・△＝４＋３×(100－１) 

＝４＋297＝ 301 

 

14 本時のまとめをする。 

 

・つまずいている児童には○，△は何

を意味しているのか，ことばの式で

確認する。 

 

 

（前時）      （本時） 

１個 ３   1 個  ４  

２個 ３＋３   2 個  ４＋３  

３個 ３＋３＋３   3 個  ４＋３＋３

     

 

・正方形の個数と３の数とに着目し，

２つの間にはどんな関係があるか考

えてみるよう助言する。 

・同じ数のたし算は別の計算で表すこ

とができることを助言する。 

☆初項＋階差×（項数－１）の見方 

（高校・等差数列）

 

 

・１つのまとまりを表す記号としてカ

ッコを使うことを確認する。 

◎かわり方の規則性に着目して，○と

△の関係を式で表すことができた

か。 

 

 

 

 

 

☆△＝○×３＋１ と 

△＝４＋３×（○－１）は等しい式

であることに触れる。 

（小５ 分配法則 中１ 文字と式）

 

 

・本時の学習は，中学校第２学年で学

習する内容であることを伝える。 
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